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南越線の線路跡や 
清水山城主のお地蔵さん 
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月尾そば会の指導の下、蕎麦打ち初体験の参加者が蕎麦打ちを体

験。粉を玉にするまでに一苦労、そこから板状に伸ばす作業に悪戦

苦闘、3 ㎜単位の幅に切って出来上がり。自分で打った蕎麦は持ち

帰り、試食は先生の手打ち蕎麦を頂きました。日頃何気なく食べて

いた蕎麦も、作る大変さを実感し、とても貴重な体験になりました。 

小
雨
の
ち
ら
つ
く
霜
月
、第
３
日
曜
日
の
朝
、清
水

一
徳
様
に
新
在
家
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
越
線
の
線
路
跡
の
道
路
を
通
り
、
旧
岡
本
新
駅
跡

地
へ
。
そ
し
て
卯
立
の
工
芸
館
で
は
伝
統
工
芸
士
の

方
か
ら
、
紙
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
に
つ
い
て
丁
寧

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
清
水
山
城
守
の
お
地
蔵
さ

ん
、加
藤
河
内
家
の
逸
話
、善
法
寺
で
は

世
住
職

か
ら
寺
の
歴
史
を
伺
い
ま
し
た
。
目
を
見
張
る
立
派

な
欄
間・ふ
す
ま
絵
等
に
感
銘
を
受
け
、身
も
心
も
浄

め
ら
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
新
在
家
の
散
策
で
し
た
。

善法寺の襖絵 掛け軸 
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視察先：坂井市三国町新保地区 新保福祉の会 

坂井市社会福祉協議会みくに支部 

11 月 12 日(土)、第 2回介護予防講座を開催しました。 

初めにフレイルの説明、そしてフレイル予防を口腔と栄養 

の面から取り上げられ、「よく噛んでお口を清潔にすること」 

「食べているつもりでも低栄養の新型栄養失調が増加していること」から、バランスの良い食事をと

ることが大切だと話されていました。唾液腺マッサージ、パタカラ体操、早口言葉、そして食品展示

を取り入れ、分かりやすく説明して頂きました。これからも健康な高齢者でいる為に、今何をするか

学んだ 1時間半の講座でした。 

11

月

27

日(

日)

岡
本

地
区
配
食
サ

I
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
70
歳
以
上

の
独
居
の
方
、
高
齢
夫
婦
で

お
住
い
の
方
を
対
象
に
希

望
を
取
り
、
お
弁
当

個

を
見
守
り
も
兼
ね
て
部
員

一
同
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

◆社会福祉部・生活支援事業

◆社会福祉部 

12 月 4 日（日）、健康ラボ「輝き」代表 髙橋有希子先生による、「見る

力を育てる目の健康体操」を開催しました。

近年は、老いも若きも視力低下が見受けられ、老化と共に視野が狭く

なり、動体視力も低下することで、運転中など咄嗟の判断力が鈍くなり

がちです。そこで今回は、眼球を動かす６つの筋肉を鍛える目の体操を

教えていただきました。13 名の参加者の中には、個別に質問をされる方

もおり、目の健康について考えるいい機会でした。

昨年秋に緑綬褒章を受賞された「新保福祉の

会」と「坂井市社会福祉協議会」の活動を、協議

会委員等 18 名が視察しました。 

新保福祉の会は、昭和 56 年に設立され、見守

り活動、つどい開催、子供を含む地域住民との触

れ合い活動を継続して実践されています。地域

においてリーダーシップを取りながらの活動の

継続が重要であると、再認識いたしました。そし

て、岡本地区の取り組みについて質問があり、交

流会的な雰囲気の中で意見交換をしました。坂

井市においては、生活支援事業が社会福祉協議

会に委託されており、社協の固有事務と併せて

事業が推進されることにより、より効果が高く

なるように感じま 

した。特に、社協が地域の活動に深くかかわって

いるような感じでした。また、生活・介護支援サ

ポーター制度があり、有償で高齢者宅を定期的に

訪問し、話し相手、安否確認、簡易な日常生活上

の支援などを実施しているようです。現在 39 名

の利用者にサポーター36 名で対応しているよう

です。 

今回の視察の中で、リーダーシップをとりながら

活動を継続すること、社会福祉協議会と地域の結

びつきの強さなどを教示いただきました。そし

て、歓待を受けたことに感謝いたします。

◆保健体育部・健康づくり推進部 

◆生活支援事業部

日時：令和 4年 11 月 14 日（月） 
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和絆くらぶとの共催で「樹脂粘土干支飾り作り」を
開催しました。講師の梅田明子先生に来年の干支“う
さぎ”の作り方を教えていただきました。指導を受け
ながら自分だけのうさぎの置物作りに挑戦。胴体、顔、
耳などのパーツを作るのに一苦労。最後に組み合わせ
て出来上がり。先生も入れて 7人と少ない人数だった
ので、年齢こそ違いますがみな和気あいあいとおしゃ
べりしながら楽しい時間は過ぎました。最後はみんな
で、「かわいい。」と連発し 
ながら品評会をしました。 
個性豊かな“うさぎ”、来年の 
準備が一つできました。 

3 回目となる季節のおりがみ教室は、富士

山、亀、うさぎを折り、水引も使い、お正月

に飾る作品を作りました。折り紙も和紙に変

えるだけで想像以上に和の風合いが感じら

れる物になり、なんとも可愛らしい作品が出

来上がりました。次回は 3月に予定していま

す。何を作るかはお楽しみに！ 

11/23 樹脂粘土干支飾り11/18



校
長
室
か
ら

“ふるさとおかもと”は、越前和紙端紙を有効利用しています。 

No.30 
今月は岩本町 山田ひとみさんの 

『納豆アボカド丼』です。 

ただ混ぜるだけでとっても簡単納豆とアボカドを

一緒に食べると腸を元気にする効果がアップ目玉焼

きでも OKです。 

(レシピは公民館にあります。) 

次は、大滝町福田真美さんに 

しゃもじリレーします。 

12 月 27 日(火)フラワーアレンジメント (和絆くらぶ)

令和5年 

1 月  8 日（日） 越前市二十歳の式典 

             岡本地区二十歳のつどい 

1 月 14日(土)  プログラミング教室（親子クラブ） 

岡本地区 
 人口・世帯数 
 (12 月 1 日現在) 
人口 2,925 人（-5） 
男 1,433 人（-2） 
女 1,492 人（-3） 
世帯  981 戸（±0） 
( )は前月比

事業の様子は 

こちらから！ 

自治振興会
YouTube 
チャンネル 

今
年
も
余
す
と
こ
ろ

2

週
間
と
な
り
ま
し

た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
し

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
旅

行
支
援
も
開
始
さ
れ
社
会
生
活

に
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
ま

す
。
来
年
こ
そ
は
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

明治～令和まで、歴代卒業生の卒業写真とお名前を
完全掲載 !!  豪華 約 250 ページ予定 

《お問合せ先》
岡本小学校内 １５０周年実行委員会  0778-42-0101 
             担当：玉村良司 090-2120-6939

ひいらぎ

お申込み 

フォーム

記念誌

１２月・R５年１月の行事

大掃除お礼と傘の忘れ物
大掃除には、たくさんの団体・講座の皆さんの参

加・ご協力で、公民館内外共にとても綺麗になりま

した。ありがとうございました。 

公民館に傘のお忘れ物があります。心当たりの

方は取りに来てください。 

11 月 30 日(水)令和 4 年度第 2 回岡本公民館運

営協議会を開催し、事業経過と予算執行状況・後半

の事業予定について報告し、承認されました。

11 月 13 日（日）に区長会と月尾壮年会で轟井

神社から大杉への登山道の整備をしました。 

コロナ禍もあり、3 年ぶりの整備となり、階段の

破損や倒木等が多く見受けられました。資材の都 

合で全ての作業は出来 

ず、来春の雪解けの時期 

に残りの部分を完了した 

いと思います。当日は雨 

の予報もありましたが、 

降雨の前に無事終了しま

した。 

「
秋
を
満
喫
」

11
月
は
深
ま
る
秋
の
中
、
校
外
で
の
体
験
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
と
2
年
生
は
学
校
の
畑
で
育
て
て
収
穫

し
た
さ
つ
ま
い
も
を
持
っ
て
八
ツ
杉
森
林
学
習
セ

ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。八
ツ
杉
周
辺
の
山
へ
散
策

に
出
か
け
、
落
ち
葉
で
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た
道
、

高
い
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
美
し
い
山
々
の
景
色
な

ど
、全
身
で
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
き
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
と
、
持
っ
て
行
っ
た
さ
つ

ま
い
も
で
焼
き
い
も
が
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
み
ん

な
笑
顔
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
年
生
は
八
石
分
校
跡
に
自
転
車
で
出
か
け
ま

し
た
。
八
石
に
向
か
う
道
を
自
転
車
で
走
っ
て
、
岡

本
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
実
感
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
分
校
跡
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
今
年
150
周

年
を
迎
え
た
岡
本
小
学
校
の
歴
史
を
よ
り
深
く
学

ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

八石分校跡にて 

※休館日：毎週月曜日
12/28 R５.1/4 日(年末年始休館)1/ 10 

八ッ杉山にて 


